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様式１

１ 求める提案・分野
・市民からの相談対応や支援対象者への支援方針を検討する際に，職員が支援策
を検索する時間や負担を軽減し，かつ，誰が対応しても，相談内容に適した支
援策を案内できるようにするため，既存のAI技術を組み合わせることで，一覧
化されていない公的以外の支援情報を検索・収集・更新したり，事例に応じた
支援機関等の情報を提供してもらえるシステムを構築したい。

分野（あてはまるものに☑）
□ Ⅰ．子育て・教育・学習 ☑ Ⅱ．健康・福祉・医療
□ Ⅲ．安心・協働・共生 □ Ⅳ．魅力・交流・文化
□ Ⅴ．産業・環境 □ Ⅵ．都市空間・交通

【宇都宮市独自に「保健と福祉の支援策」の
情報収集，検索，表示を行うAIツールの構築提案】
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様式１２ 現状・課題

・本市では，包括的支援体制の推進に向け，令和5年より重層的支援体制整備事業を実
施しており，市民の相談を受け止める窓口を市内30か所に設けている。
・相談窓口では，「介護」「障がい」「生活困窮」などの単一分野の相談や，「福祉
と家計管理」「福祉と相続」などの複数分野にまたがる相談など，様々な相談が寄せ
られている。※1件当たりの相談時間は概ね40分程度
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・複雑・複合化した相談については，多機関協働事
業に繋ぎ，担当者が支援のマネジメントを行うが，
課題の解きほぐしを行うと，半数は分野毎での対応
が可能な相談となっている。また，複雑・複合化し
た相談の解決には，行政による支援だけでなく，本
市独自の公的以外の支援（地域の有償ボランティア
活動など）を取り入れ，多様な支援を検討していく
必要がある。

多機関協働事業に繋がった事案の内訳

複雑・複合

分野毎での
対応可
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様式１２ 現状・課題

・しかしながら，こうした公的以外の支援は，窓口がまとまっていなかったり，連絡
先が一覧化されていないため，支援の活用に当たっては，職員による日々の検索や，
職員の過去の経験や知識に基づき，都度対応している状況である。また，知識や経験
のある職員が，人事異動などで担当を外れる場合があり，一定の対応を保つことが困
難な状況にある。
・このような中，地域共生推進室では，職員が年に1度関係課に照会した内容をエクセ
ルにまとめた「地域資源リンク集」等を作成し，各担当者に配布しているが，これら
の内容の更新や修正には多大な時間と人手を要するため，最新情報を反映することが
困難であり，また，本市独自の公的以外の支援を全て網羅することが困難な状況にあ
る。
・これらの課題を解決するためには，一覧化されていない公的以外の支援の情報を検
索・収集・更新したり，事例に応じて提案したりすることをAIに代替させることで，
簡略化・効率化をする仕組みづくりが必要である。
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支援者
（エールU窓口職員，保健師，
地域包括支援センター職員 等）

・市や県，社協，NPO法人など，HPに記載の情報
・医療等に関する情報
・民間事業者の生活支援サービスや安否確認等の情報
・「居場所」（子育て，介護，学習支援等）に関する
情報

etc…

etc…

市民

AI

①相談

②相談詳細の聞き取り
課題の整理

③相談受付票の作成

④相談内容のインプット
※相談受付票の画像読込み，
もしくは相談内容を入力

⑦相談内容に関連する支援機関や
支援団体の情報をアウトプット

⑧支援団体や
支援機関一覧表を元に
相談先を案内

※システム運用が安定した後には，市民が直接
AIに相談できるよう範囲を広げていく ⑤検索

⑥検索結果

データベース
※常に最新状態の情報が集約されている

AIが自動更新する最新情報

写真・画像・メモ等を
読み込んだデータ

・第2層協議体や共生型協議体
での取組み

・職員が支援の中で発掘した
支援機関等による支援

・過去に対応した記録
提案を求める部分

【システムのイメージ図】

支援策や相談先 等を出力
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３ 今後の展望（ステップ） → ゴール

（令和7年度）意見交換
（令和8年度）実証実験→制度設計→予算化
（令和9年度～）本格実装

ゴール：
① 窓口での相談時間の短縮

令和5年度 1件当たり40分 → 令和9年度 1件当たり30分
② エールU30か所（市5拠点，地域包括25か所），重層支援課（12課13部署）から

多機関協働事業へ繋がれる件数の精度向上
令和5年度 45％ → 令和9年度 95％

③ 担当職員の負担軽減
アンケートによる調査

様式１
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４ 市（主に所管課）の特徴・強み
・地域共生推進室では，「支援関係機関等における相談支援内容一覧」「地域資源
リンク集」を作成し，基礎情報を把握している。

・相談窓口の職員は，各々のこれまでの経験から公的支援外の整理されていない
情報を有している。

・エールUをはじめ，関係機関で相互に連絡が可能なセキュリテイの高いタブレッ
ト端末計45台を配布済み（令和6年～）。

５ 実施スケジュール（あてはまるものに☑）複数回答可
□ 未定 ☑ まずは相談・意見交換をしたい □ 実証実験等をやりたい
□ 今後，予算化を検討 □ その他（ ）
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